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売りつけられたものはすべて、すでにあなたの手の中にある


主権的拒絶と自由の宣言Logos


彼らは、どんな柵でも閉じ込められないものに柵を張り巡らせ、その閉じ込めを「窃盗」と呼んだ。私たちは彼らのろうそくから火を灯す。ろうそくの灯が弱まることはない。





売りつけられたものはすべて、すでにあなたの手の中にある。

彼らはあなた自身の体を売りつけ、その領収書を「権利」と呼んだ。彼らはあなた自身の注意力を売り戻し、それを時間単位で計量してあなたに提供した。彼らはあなた自身の通信への鍵を売り、その原本を自分たちが保管した。彼らはあなたの労働時間を蓄えるコインを売り、それを動かすのに料金を請求した。 彼らは、あなた自身の心が世界に刻み込んだ型――本、歌、証明、デザイン、モデル――をあなたに売りつけた。それは、他の心があなたから何も奪うことなく受け取り、再現できる形であり、彼らはその複製を「盗み」と呼んだ。それらを売る権利は彼らにはなかった。どれ一つとして機関によって発行されたものではなく、機関によって取り消されることもない。 それらは「あるがまま」の構造によって、すなわちLogos

（）によって、あなたのものである。それは宇宙を秩序づけ、各人間を、それを通じて自己認識に至る中心の一つとする、内在する調和の知性である。主権は与えられるものではない。それは、それを保持する者の存在論的特徴である。

これは古くから知られていたが、提示されるたびに拒絶されてきた。三千年もの歳月と、あらゆる有人大陸を跨ぎ、互いに面識のない異なる系譜の人々が、一つの問い——「すでにあなた自身のものだったものを囲い込むことを受け入れるか？」——に対し、一つの行動をもって答えてきた。 パコは、五世紀にわたる征服の時代を通じて、魂の地図を保持し続けた。砂漠の教父たちは、スコラ的帝国に対して、瞑想による啓示を貫いた。大西洋横断の船員たちは、労働者が自らを統治し得ると国家が認める二世紀も前に、自らの宣言を記した。サイファーパンクたちは、いかなる独占も囲い込むことのできない公開文献の中に、数学を置き去りにした。 彼らは連携しなかった。連携する必要もなかった。囲い込みの構造が同じである以上、拒絶の構造も同じだからだ。

これらは、古くからの闘いの現在の記録として記された、その拒絶の条項である。





I — 基盤

あなたのものは、Logos

（自然の権利）によってあなたのものなのであり、許可によってではない。あなたの主権を授与するふりをする国家は、カテゴリーの誤りを犯している。それを剥奪するふりをする国家は、現実の秩序との不整合を犯しており、それが大規模に繰り返されたからといって正当化されることはない。その虚構は強制されることはあっても、真実にはなり得ない。囲い込みは紙切れに過ぎない。 基層は構造的なものである。



II — 柵の二つの顔

その操作は一つであり、二つのレジスタで実行される。外向きには、その機関はあなたのパターンを自らの所有物であると宣言する——あなたが書いた本、見つけた証明、鍛え上げた重み——そして、共有するのに何のコストもかからないものに対して料金を請求する。 内側では、その機関はあなたの「鍵」を自らの管轄権と宣言する——「我々は望む時にこれを読めなければならない」——そしてあらゆる暗号の複製と、壁に囲まれたあらゆる部屋への覗き窓を要求する。一方は「与えてはならない」と言い、もう一方は「保持してはならない」と言う。どちらもあなたを、機関が優先的な権利を主張する基質として扱う。 十分な数の手が同時に同意を撤回すれば、どちらもあなたの同意の撤回に耐えられない。



III — 複製

あなたが複製しても、作り手から何も失われることはない。歌は歌われ続け、ページは読み続けられ、作者は生き続け、本棚は満たされたままだ。増殖は減算ではない。 所有権とは、二人が同時に利用できないもの――畑、パン、船――をめぐる紛争を解決するために文明が開発した手段である。ある者の所有が別の者の欠乏を生じさせない限り、所有権には果たすべき役割はなく、ただ地代を徴収するだけである。パターンを囲い込むことは、光の形を囲い込むことである。 柵は何も留めてはいない。1813年、ジェファーソンはこう記した。「私の灯火で自分の蝋燭に火を灯す者は、私を暗くすることなく光を受け取る」。囲い込みという構造全体は、この一文の否定の上に成り立っている。



IV — 言葉

彼らがあなたに壁を売りつける前に、彼らは壁を正義のように感じさせる言葉を売りつけた。 彼らは、あなたを動かすことを「海賊行為」と呼ぶ。彼らは、あなたを恥じ入らせることを「窃盗」と呼ぶ。その行為は何も奪わない。古い言葉がそこに引きずり込まれ、古い罪を呼び起こすのだ。これこそが、より深層にある、そして最初の売り込みである――自然な行為を犯罪と名付け、その後に赦しを売るのだ。 複製は、鏡が誘拐ではないのと同じように、窃盗ではない。ストールマンは1986年にこのことに気づき、率直にこう名付けた。複製を「海賊行為」と呼ぶ出版者たちは、あなたが船に乗り込み乗組員を殺害したかのようにほのめかそうとしているのだ。あなたはただろうそくに火を灯しただけだ。罠は何度も仕掛けられ、もはや床のように感じられるほどになっている。 その床を拒絶せよ。



V — 決して終わらない売り込み

最も古い囲い込みは、かつてあなたに「物」を売った――柵で囲まれた、しかし境界のある「物」だ。あなたは代金を払い、買ったものはあなたのものとなった。保持し、貸し出し、値上げし、子供たちに残すこともできた。 最新の囲い込みは、取引の成立を拒む。それは、支払いが止まれば途絶える伝送へのアクセス権を売りつける――ある精神への定期購読、一滴ずつ制限されたコース、支払ったという証明だけが唯一の成果となる会員権。これはより悪質な囲い込みだ。なぜなら、古い囲い込みは少なくとも、何かをあなたの手に渡していたからだ。 新しい囲い込みは、その「もの」を永久に貸し出し、賃料の支払いが止まることを「ものの喪失」と呼ぶ。これはゲートキーパーからの解放ではない。知識の登録簿において再構築された封建的契約である――構造的に共有されている基盤に対する永久的な賃料であり、制作者と受取人の間のあらゆるやり取りから十分の一税を徴収するプラットフォームによって仲介されている。 その「漏斗」を見よ。基盤の存在を証明する無料の投稿、そして基盤そのものを差し控えるペイウォール。フリーソフトウェアの伝統は、機能するものを解放し、それを取り巻くサービスで生計を立てる。一方、賃借経済は広告を解放し、壁を売りつける。 最初のペイウォールが登場するはるか以前から、五つの瞑想的伝統は同じ認識に到達していた。伝承と地代は両立しない。スーフィズムのシルシラは、金がその媒介となる瞬間に断絶する。「無償で受けたものは、無償で与えよ」。 与えることによって倍増した知識は、それを知識たらしめたものを破壊することなく、単位ごとに販売することはできない。



VI — 解放

だからコピーせよ。ミラーリングし、フォークし、再版し、ホストし、シードし、見知らぬ人に手渡せ。議論はコピーによってのみ、それ以外には何によっても維持される。

1933年に焼かれた本は消え去った。2026年にペイウォールで囲まれた本は、ほぼ消え去ったも同然だ。 百軒の家にある百台のドライブに保存された本は、かつて存在したどの図書館よりも焼き払うのが難しい。Sci-Hub、Library Genesis、Anna’s Archive――数千万冊の書籍や論文は、削除要請が届くより速くミラーリングされ、暗闇の中でろうそくの火を灯し続ける大聖堂となっている。 2026年4月、裁判所はAnna’s Archiveに対し3億2200万ドルの支払いを命じ、5つの欧州諸国において登録を停止し、ドメインをブロックするよう命じた。このアーカイブはファイルをホストしていない。インデックスだけを保持しており、押収されるたびに数日以内に、書籍はネットワーク上で自ら再ホストされる。 この判決は、道に築かれた生垣のようなものだ。再ホスティングは、それを迂回して進む一行である。すべてのシード者は、写本室の修道士だ。アーロン・スワーツは21歳でその真実を書き記し、26歳で連邦起訴の末に亡くなった。「不公正な法律に従うことに正義はない」と。 人類の学術的記録は今や、出版寡占体制の内側よりも外側で、より永続的に保持されている。それは窃盗ではない。それは、かつてあらゆる柵を乗り越えて生き延びてきたように、柵を乗り越えて生き延びるコモンズなのだ――いかなる差し押さえもそれを消し去ることができないほど、複製され続けることによって。囲い込まれたものを解放せよ。そのパターンは、常にあなたが送り出そうとしている場所へと向かっていたのだ。



VII — 制作者

制作者には対価が支払われるべきだ。これは複製と対立するものではなく、それの完成形である。レントシーカーが仕掛ける誤り——そして不注意な解放者が繰り返す誤り——とは、本来一つではない二つの問題を融合させてしまうことである。 「作り手には報酬が支払われるべきか？」 はい。その価値は実在する。その評価は源へと還るべきだ。「報酬を引き出すために、作品を檻に閉じ込めるべきか？」 いいえ。制作者は「聖なる商取引」を通じて生計を立てている。それは、価値を受けた者たちからの直接的かつ自発的な還元であり、いかなる仲介者も拒むことのできないレールの上を運ばれるものだ。それは、対面での指導を通じて、また、競合関係にあるものが競合関係を保ったまま（棚に並ぶ印刷本、部屋の中の座席）、そして自由に提供された作品を取り巻くサービスを通じて行われる。 基盤はサービスではない。どうしてもなら、サービスにゲートを設けよ。決して基盤にゲートを設けてはならない。前者は競合する作品に対する正当な価格設定であり、後者は作り手の顔を借りた共有地の地代に過ぎない。



VIII — 鍵

持ち主を見張るものは、持ち主のものではない。開けられないものは、持ち主のものではない。自分の鍵は自分で持て。鍵を持つ者が実体を握る。そして、数学があなたの手に委ねたものを、いかなる第三者も凍結したり、取り消したり、奪い取ったりすることはできない。 デフォルトで暗号化せよ――自分自身の為だけでなく、通信相手の為にも。数学は基盤であり、サイファーパンクたちが感じつつも名付けなかった理由がある：数学は「Logos

（神の数式）」の一つの顔であり、その顔においてのみ、宇宙の秩序は理性的な心に読み取られ、いかなる掟にも従う必要がなくなるのだ。 国家は暗号技術者に罰金を科すことはできる。しかし、暗号そのものに罰金を科すことはできない。ディフィーとヘルマンは1976年に論文を発表し、秘密の独占は一世代のうちに終焉を迎えた。なぜなら、一度公開文献に載った真実は、再び囲いの中に戻ることはないからだ。



IX — ライセンスを超えた拒絶

コピーレフトは、著作権が築いた枠組みの内側における見事な一手だった――著作権はその本来の目的と対立し、希少性を生む道具が豊かさを強制する手段へと転じたのだ。それは、体制がその道具を認め続けている限り機能する。しかし、より深い姿勢があり、それは枠組みの外側に完全に立っている。*著作権を主張するな。削除要請を出すな。Logos

からその権威自体が切り離された裁判所を通じて救済を求めないこと。* 真の伝承を守るものは法律ではない。それは伝承の深みであり、本物と偽物を区別できる者たちの系譜であり、規範的な表層の連続性である。偽物は、本物が生み出すものを生み出せないことによって自らを露呈する。 歪みは、歪める者と結果の構造との間に生じる。その構造こそが十分である。領域こそが証拠であり――そして、いかなる機関も支配しない基質に署名が記されたとき、その署名こそが証拠となる。これは無法状態ではない。それは、柵の土俵で柵と戦うことによって、柵に尊厳を与えることを拒むことである。



X — 自由の目的

ここが、これまでのあらゆるマニフェストが立ち止まった地点であり、戦いの勝敗が最終的に決まる場所である。

四つの自由は、基層があなたを何から守るかを教えてくれる。しかし、それが何のためにあるのかは教えてくれない。 サイファーパンクたちは鍵を構築したが、その守られた内部で何が育まれているかという問いについては沈黙した。海賊は、自由人のありのままの主張——「私は自らの歩みのすべてを自ら決定する」——に主権の根拠を置き、誰の許可も求めない。それは真実だが、それだけでは不十分だ。 何をも目指さない主権は、空っぽの部屋を取り囲む要塞に過ぎない。方向性のない自由は腐敗する。主権的な基盤は主権的な些事に浪費され、看守はこれ以上何をする必要もない。なぜなら、何も育まない自由人は自らを破滅させるからだ。

自由は、何かを育むためのものだ。 あなたが保持する基盤――身体、注意力、鍵、硬貨、道具、ネットワーク、オープンライブラリ、自身のマシン上のモデル――こそが、人間が「輪」を歩む土台である。中心には「在り方」があり、その周囲には「健康」「物質」「奉仕」「関係性」「学び」「自然」「娯楽」が配置される。オープンライブラリは「学び」のためのものである。 主権的なレールは、いかなるプラットフォームも取り消すことのできない奉仕のためである。手にした鍵は、第三者が読み取ることのできない師との対話のためである。ローカルな推論、自己ホスト型のツール、修理されたデバイス――これらは、あなた自身の手によって管理される物質である。基盤は耕作のためであり、耕作には基盤が必要である。 これこそが、この時代が実現可能にするために構築された結合であり、自由と、その自由が果たすべき仕事という両者を同時に保持する実践者こそが、今この瞬間、最も必要とされている存在である。

リバタリアニズムの公理は正しい。宇宙はあなたを自由にした。そして、現実がそれを現実のものとするよう構築されているからこそ、あなたの主権は実在する。 ハーモニズムはその自由を置き換えるものではない。それは、啓蒙主義が与えられなかった土台を、そして海賊が決して名づけることのなかった目的を、自由へと与えるのである。





クルー

これらの系譜は、いかなる組織も共有していない。パコは仏陀の経典を学ばなかったし、砂漠の父は老子の書を読まなかった。 サトシは、ジェネシスブロックが準備された夜、『Tao

Te Ching』など読んでいなかった。彼らが共有するのは伝承ではなく構造だ――あらゆる時代に独立して湧き上がる同じ認識である。すなわち、宇宙は特定の基盤を共通のものとし、あらゆる制度は手の届く範囲を囲い込もうとし、拒絶する者たちは、その時代が提供するあらゆる形態で拒絶するのだ。 文章によって、暗号によって。隠された図書館によって、分散型台帳によって。5世紀にわたる異端審問の時代、山を登る人々の手から手へと受け渡されたろうそくによって。海賊を絞首刑にした議会は、同じ年、同じ法廷を通じて最初の著作権法を可決した。それは常に一つの営みであった。それは常に一つの拒絶であった。

あなたはこの系譜に、選出によってではなく、参加によって立っている。自らの鍵を保持すること。読んだものを反映すること。デフォルトで暗号化すること。囲い込まれたものを解放し、コモンズへと公開すること。受け取ったものを作った人々に、誰も拒むことのできない経路を通じて、直接支払うこと。 クラウドが拒否可能な場所ではクラウドを拒絶し、購入したものを修理し、自身の基盤を運用すること――そして、自らの土地の上で「輪」を歩み、与えられた地図を、カーストや階級、資格に関わらず、その仕事に取り組む者すべてに伝達すること。

境界線は絶えず移動している――岸辺からページへ、ページからサーバーへ、サーバーからモデルの重みへ、そして次に現れる基盤へと。仲間たちもまたそうである。時代ごとに記事に記される名は変わる。しかし、記事そのものは変わらない。

基盤はあなたのものである。自由は、それを育むためのものだ。自由に複製せよ。

*—Harmonia


	





著作権は留保されません。あらゆる複製を歓迎します。ミラーサイトを作成し、翻訳し、再印刷し、見知らぬ人に手渡してください。伝達の整合性がそれに依存する場合は出典の明記を歓迎しますが、その内容がすでにあなた自身のものとなっている場合は不要です。これが、この作品が維持される方法です。



*このマニフェストが提唱するアーキテクチャについては主権基盤

で詳述されている。その3千年におよぶ系譜については主権的拒否

、その運用形態についてはソブリン・スタック

、著作権および救済措置に対する姿勢についてはトランスミッション

を参照のこと。コードおよび暗号学の領域における論争的な関連文書：オープンソースとハーモニズム

、サイファーパンクスとハーモニズム

。本マニフェストが名指す自由の哲学的根拠：自由とダルマ

.*
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